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　幾坂古墳群は京丹後市を北流する竹野川

右岸の丘陵上に位置する遺跡です。

　　今回の調査では、古墳時代中期の古墳

が４基見つかりました。埋葬施設からは勾

玉や管玉といった玉類のほか、鉄鏃などの

鉄製品や漆塗製品が出土しています。
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　幾坂 40 号墳は古墳時

代中期前葉につくられた

古墳です。装身具や多数

の武器など多彩な副葬品

が出土しました。鉄製武

器の数は丹後地域でも有

数の量であり、中郡盆地

一帯を治めた有力者の古

墳と考えられます。

　丹後地域では初めての

出土となった漆塗革盾

は、古墳時代中期に畿内

の政権が作り出したもの

であり、丹後地域と畿内

の強い結びつきを示しま

す。畿内の政治変動に対

応していった丹後の地域

勢力の動向を示す重要な

出土品です。
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　漆塗革盾は、ＳＸ03の棺外から２点出土しました。古墳時代の盾は鞣し

た動物の革を木枠に張ってつくられており、革の表面に刺縫いすることで

文様を表現し、その上に漆を塗ります。多くの場合、盾の木枠や革は土中

で腐ってしまい漆だけが痕跡として残ります。

　北側の盾１は幅約55cm、長さ約132cmの範囲に漆膜が残っていました。

盾は木棺の上に置かれていたものが、木棺の腐朽とともに落ちこんだと判

断されます。漆は黒漆のみが用いられ漆膜には鋸歯文や菱形文、綾杉文な

どの刺縫いの文様が残っています。南側の盾２の漆膜は部分的に残ってお

り、盾１と一部重なり置かれていたと判断されます。
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　今回の調査は一般国道 312 号大宮峰山道路の建設に伴い実施

しています。幾坂古墳群では41基の古墳が確認されており、１・

40・41 号墳の３基を調査しました。１号墳は径約 10ｍの円墳

で２基の埋葬施設を確認しました。41 号墳は墳丘の崩壊が著し

く本来の形状は不明ですが、１基の埋葬施設を確認しました。

　今回の調査は一般国道 312 号大宮峰山道路の建設に伴い実施

しています。幾坂古墳群では41基の古墳が確認されており、１・

40・41 号墳の３基を調査しました。１号墳は径約 10ｍの円墳

で２基の埋葬施設を確認しました。41 号墳は墳丘の崩壊が著し

く本来の形状は不明ですが、１基の埋葬施設を確認しました。

竪櫛竪櫛

玉類玉類

刀刀

盾盾

鉄斧鉄斧

剣 ・刀剣 ・刀

盾盾

鏃鏃鏃鏃

槍槍

剣 ・刀剣 ・刀

　幾坂 40 号墳は古墳群の中で最も標高の高い場所に位置します。明確な盛

土はなく、丘陵頂部の平坦面を削りだして古墳を造っていました。墳丘中央

から埋葬施設が３基、西側の一段低い平坦面で１基の埋葬施設が見つかりま

した。

　40 号墳の埋葬施設周辺には、斜面崩壊や林道として利用された痕跡がみ

つかり、古墳が造られた後に大きな地形改変があったことがわかりました。

そのため、古墳本来の形状を明らかにすることはできませんでしたが、円墳

の可能性があります。

　幾坂 40 号墳は古墳群の中で最も標高の高い場所に位置します。明確な盛

土はなく、丘陵頂部の平坦面を削りだして古墳を造っていました。墳丘中央

から埋葬施設が３基、西側の一段低い平坦面で１基の埋葬施設が見つかりま

した。

　40 号墳の埋葬施設周辺には、斜面崩壊や林道として利用された痕跡がみ

つかり、古墳が造られた後に大きな地形改変があったことがわかりました。

そのため、古墳本来の形状を明らかにすることはできませんでしたが、円墳

の可能性があります。

　幾坂 40 号墳には３基の埋葬施設（ＳＸ03・ＳＸ08・ＳＸ09）がありました。そのうち２基（Ｓ

Ｘ03・ＳＸ09）の棺を納める穴は、一段目の穴底に棺を納める空間として、さらに一段掘り下げた

二段墓壙となっており、いずれも組合式箱形木棺が置かれていたと考えられます。

　中心的な埋葬であるＳＸ03 の墓壙の大きさは幅約 2.7ｍ、長さ約 6.7ｍ、深さ約 1.3ｍです。棺

内からは、鉄製武器（剣１本・刀２本・鏃 40 点以上）、鉄釧、玉類（瑪瑙製勾玉２点、蛇紋岩ある

いは滑石製の勾玉２点・管玉 44 点・臼玉 1400 点以上・算盤玉４点）、竪櫛３点が出土しました。

棺外からは鉄製武器（鏃 10 点以上、槍１点・鉾１点）のほか漆塗革盾２点が出土しました。ＳＸ09

からは玉類（瑪瑙製勾玉２点・蛇紋岩あるいは滑石製の臼玉200点以上）と竪櫛が出土しました。また、

西側の一段低い平坦面で見つかったＳＸ04からは鉄製武器（剣１本・刀１本・鏃16点以上）、鉄斧、

蛇紋岩製あるいは滑石製の臼玉19点が出土しました。

　幾坂 40 号墳には３基の埋葬施設（ＳＸ03・ＳＸ08・ＳＸ09）がありました。そのうち２基（Ｓ

Ｘ03・ＳＸ09）の棺を納める穴は、一段目の穴底に棺を納める空間として、さらに一段掘り下げた

二段墓壙となっており、いずれも組合式箱形木棺が置かれていたと考えられます。

　中心的な埋葬であるＳＸ03 の墓壙の大きさは幅約 2.7ｍ、長さ約 6.7ｍ、深さ約 1.3ｍです。棺

内からは、鉄製武器（剣１本・刀２本・鏃 40 点以上）、鉄釧、玉類（瑪瑙製勾玉２点、蛇紋岩ある

いは滑石製の勾玉２点・管玉 44 点・臼玉 1400 点以上・算盤玉４点）、竪櫛３点が出土しました。

棺外からは鉄製武器（鏃 10 点以上、槍１点・鉾１点）のほか漆塗革盾２点が出土しました。ＳＸ09

からは玉類（瑪瑙製勾玉２点・蛇紋岩あるいは滑石製の臼玉200点以上）と竪櫛が出土しました。また、

西側の一段低い平坦面で見つかったＳＸ04からは鉄製武器（剣１本・刀１本・鏃16点以上）、鉄斧、

蛇紋岩製あるいは滑石製の臼玉19点が出土しました。

0 1km1:50,000

１．はじめに１．はじめに

２．幾坂40号墳２．幾坂40号墳

３．幾坂40号墳の埋葬施設と出土遺物３．幾坂40号墳の埋葬施設と出土遺物

図３　幾坂古墳群

図２　調査地と周辺の遺跡 図４　幾坂40号墳

写真１　調査地全景 （南から）

41号墳
１号墳

40号墳

写真２　ＳＸ09 組合式木棺検出状況
（南東から）

写真３　ＳＸ04 遺物出土状況
（西から）

写真５　ＳＸ03 出土玉類図５　組合式木棺模式図

写真４　ＳＸ03 遺物出土状況
（西から）

図３　幾坂古墳群

図２　調査地と周辺の遺跡 図４　幾坂40号墳

写真１　調査地全景 （南から）

41号墳
１号墳

40号墳

写真２　ＳＸ09 組合式木棺検出状況
（南東から）

写真３　ＳＸ04 遺物出土状況
（西から）

写真５　ＳＸ03 出土玉類図５　組合式木棺模式図

写真４　ＳＸ03 遺物出土状況
（西から）

ぼこうぼこう

ほこほこ

め の うめ の う

たてぐしたてぐし

じゃもんがんじゃもんがん

そろばんだまそろばんだま

くみあわせしきくみあわせしき


